
要旨：
記憶 T 細胞は多様な機能を持ち、生体防御を担う一方で慢性炎
症にも関与する。その機能は何によって決まり、分化後に変えるこ
とは可能なのか。私はこれまでヒト腸管免疫の研究を通じて、炎症
性腸疾患に特徴的な組織常在性記憶 T 細胞を同定し、その炎症
性の性質や組織滞留性に関わる転写プログラムを明らかにした。
さらに、腸管局所に豊富に存在する代謝物が受容体を介してこれ
らの細胞の機能を調節する可能性も見出している。組織に留まる
記憶 T 細胞の除去や定着、さらには機能そのものを選択的に制御
することは、慢性炎症の克服と持続的な防御免疫の確立の双方に
つながる。今後は、ヒト検体解析とマウスモデルの融合により抗原
認識と組織環境シグナルが T 細胞の機能を形成・維持する仕組
みを解明し、これを基盤として組織免疫記憶を制御する原理の確
立を目指す。本講演では、これまでの研究成果と将来的構想、教
育、人材育成、運営への抱負を述べる。

連絡先：生命医科学域長室 入江賢児
kirie@md.tsukuba.ac.jp 

演題： 腸管免疫を起点とした組織免疫記憶の

形成と制御

演者： 村上 真理先生

大阪大学大学院医学系研究科
免疫制御学 准教授

日時： 令和８年１1月２日(月) 17：00～18：10

会場： 臨床講義室 D
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